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 ご予約からご利用までの流れ  
 

1. 利用希望日が決まったら、お電話ください。 

  ｢空き状況｣を確認します(仮予約）。 

2． 利用予定日の1ヶ月前までに、申請書※をご送付 

 ください（本予約）。 

3．利用予定日の2週間前までに、スタッフと打ち合 

  わせや施設の下見を行います。 

4. ご利用日当日は、スタッフが適宜研修をサポート 

  いたします。 

※申請書は当施設HPよりダウンロードしてください。 

◆ 宿泊・施設利用料金 ※平成26年4月1日より料金改定 

種類 宿泊室 

 

キャンプ場 

（テント泊） 

野外炊飯 

(薪代) 

研修・訓練室 

※団体あたり 

体育館・講堂 

※団体あたり 

児童・生徒 ３１０円／人 １５０円／人 ５０円／人 １５０円／時間 ３６０円／時間 

学生・一般 ６２０円／人 ２６０円／人 ５０円／人 ３６０円／時間 ７２０円／時間 

※学校等の教育課程に基づく教育活動で利用する場合、予め免除申請書を提出いただければ、高校生以下の児童・生徒 

 の利用料金が免除されます(但し、食事代とシーツ代、薪代は別途必要となります）。 

58

84

名護博物館

東江中

県立北部病院

名護中央公園

赤嶺内科

オリオンビール

北

至許田

名護青少年の家

71

18

至本部

北口

南
口

どんな施設なの？

キャンプ場 運動広場

ハイキング・登山コース

設備は？

社会教育の振興に資することを目的に設置され
た施設です。

研修室 宿泊室

浴室 食堂

体育館

何ができるの？

自然体験活動 団体宿泊訓練

各種研修 ワークショップ 野外プログラム

スポーツ

天体観測デッキ

講堂

どこにあるの？

標高135ｍ

名護市街から1.6ｋｍ

誰でも利用できるの？

２名以上の団体なら、家族でもサークルでも、企
業や職場の仲間でも誰でも利用可能です。

休所日：毎週月曜日 
業務時間：8：30～17：30 

（月曜日が祝日の場合、その翌日） ● 施 設 案 内 ●  

 

 

新年度スタート!! 

キャンプ場に咲くミヤコグサ 

  

沖縄美ら島財団による指定管理２年目を迎えます。昨年度の主催事業

及び自主事業では皆さんの積極的な参加のおかげで無事に「わったー

施設」として役割を果たせたのではと職員一同感謝しています。今年

もさらに皆さんが活用しやすく、より内容を充実した事業を実施しま

す。「マタンメンソーレ」 

                

指定管理者 沖縄美ら島財団 

所 長 照屋 厚 

沖縄県立 名護青少年の家 

狩俣 孝浩 
與儀 滝太 

☆事務長☆ 
☆事務補助☆ 

我那覇 勇生 

☆専門職員☆ ☆専門職員☆ 

坂下 光洋 



 

事 業 報 告 

県の主催事業「やんばるの生態を学ぼう」を3月1日、名護青少年の家で

開催しました。沖縄美ら島財団・総合研究センター研究二課係長の阿部篤

志が講師を務め、約20人の皆さんがやんばるの植物に理解を深めるなどし

ました。 

この日はまず座学で講義を行い、県内で見られる様々な植物について解

説を受けたあと、当財団が作成した名護岳登山道ハイキングコースのマッ

プ付き「動植物観察ガイド」を持ってＡ

コースと沢コースでのフィールドワーク

へ。コースを進むにつれて参加者のみなさん

から気軽に質問が上がったり、参加者同士で教えあったりし、和やかなムー

ドの中やんばるの植物への興味を深められた様子でした。本部町から参加し

た岩井浩之さん(47)は「これまでハイキングコースにはよく来ていたのです

が、気にも留めていなかった小さな植物などについて教えてもらい驚きの連

続でした。大変有意義な時間を過ごせました」と話してくれました。 

<担当・神谷より> 天候に恵まれ、参加者の方々と楽しくやんばるの自然

を満喫することができました。また「動植物観察ガイド」を利用しながら

のフィールドワークは、参加者からも好評でさらにわかりやすい解説になったと思います。これを機に自然に

触れる楽しさや素晴らしさを知るきっかけになれば幸いです。参加者の皆さん大変お疲れ様でした。 

 

主催事業 

講師の説明を真剣に聞く参加者 

主催事業 

やんばるの生態を学ぼうやんばるの生態を学ぼう  

 県の主催事業「やんばる青年の集い」を３/９(日)、本館食堂で開

催し、北部１２市町村全域から７１名の青年が参加しました。この

日の参加者は、普段各地域でエイサーや清掃活動等の地域ボラン

ティア、市町村の祭りの裏方や企画運営を担っている青年のリー

ダーたち。名護青少年の家を会場とし、やんばる各地域の活性化に

ついて意見を交わしました。北部地区青年連絡協議会の上間哲朗会

長は「まだまだ、まとまった活動が定期的に行えているわけではな

いので、まずは“楽しい”ということから始めて、次につながるよ

うにしていきたいです。年間６回は名護青少年家で会議を開き、残

りの６回は各地域へ出向いて、青年間の交流を深めていきたいで

す」と抱負を語ってくれました。 

<担当・主任 古網より> 

 青年会活動が活発だった昔と違い、この主催事業「やんばるの青年の集い」は長い間開催できないでいた事

業です。まずは“集まる”ことから第一歩を踏み出せました。今後も青年会の活動を応援し、各地域を支えて

いきたいと思っています。 

 北部12市町村全域から71名の青年が参加 

「動植物観察ガイド」を参考にして観察 

 
主催事業 
 県の主催事業「食と身体づくり～沖縄を食べよう～」を３月１６日(日)、名護青少年の家で開催。約３０人の

皆さんが県産食材を使用した野外炊飯を行い、「食育」についての理解を深めました。 

 メニューは「手作り石釜で焼くアーサパン」「県産キノコと鶏肉アヒージョ」

「琉球ストロングカレー」の３種。アーサパン作りでは県産アーサを混ぜ込んだ生

地を根気よく捏ね上げ、耐熱ブロックなどを組み合わせ、アーサの香り高いパンを

焼きあげました。できあがった料理は、鈴なりに実を

つけたカンヒザクラのもとで試食し、和やかな時間を

過ごしました。 

 那覇市から参加した世嘉良奈緒美さんは「子どもと

一緒に何かしたいと考えていたときに友だちに誘われて、以前、名護青少年の家

の親子キャンプに参加しました。今回も親子で参加できる良い企画と思い申し込

みしました。楽しい時間を過ごせ、とても中身の濃い内容で満足しています。低

価格なのも良かったです」と感想を教えてくれました。なお、この事業に合わ

せて当所本館１Ｆロビーで３月１日～３０日、食育についてのパネル展も行い

ました。 

<担当・我那覇より> 今回は「地産地消」「伝統食材」そして「楽しくおいしく」の３つのテーマで企画しま

した。皆さんから好評をいただけてうれしく思います。パン作りではキーポイントの発酵過程もうまくいき、

ほぼ予定通りに進められて良かったです。今後も特色のあるユニークな「食」に関する企画を実施していきた

いと思います。皆さんのご参加をお待ちしております。 

ふっくらと出来上がったアーサパン 

主催事業 

      参加者の皆さん 

 県の主催事業「キッズアドベンチャー」を３月２１日～２３日の２泊３日

で行い、県内の小学生１５人が参加しました。まずは交流を図る「アイスブ

レイク」でスタート。最初は初めて同士で遠慮がちでしたが、斑対抗で協力

してゲームを行うなどし、徐々に交流を深めました。夕方にはハイキング

コースに繰り出して名護岳の自然観察も行い

ました。２日目は本事業のハイライトである

サイクリングを行いました。ロードバイク競

技経験者の専門職員たちの指導のもと、当所を

出発し本部半島へ。児童らはそれぞれのペースで自転車をこぎ進み、本部町の

海洋博公園までの往復約６０キロを音を上げることなく走破しました。その日

は野外炊飯も行い、テント泊で仲間と一夜を過ごしました。３日目はクラフト

作りで、植物を使った型押し染めも体験。２泊３日を共に過ごした児童らはすっ

かり打ち解けた様子で和気あいあいと楽しんでいました。宜野湾市大謝名小学校４年生の木村孟徳君は「この

３日間でみんなでサイクリングや野外炊飯、型押し染めなど、いろいろなことができてうれしかったです。あ

まりこのような体験はできないので、良い経験になったと思います。次はサイクリングをもっとやりたいで

す」と話してくれました。 

<担当・宮里より> 様々なアクティビティを行いましたが、特にサイクリングで約６０キロを走り切ったこと

は、今後大きな自信になるでしょう。渡してある地図は、また親子でチャレンジするなどして活用してくださ

い。今回は女子の参加はなく、野外炊飯は“男ばかりで晩御飯を作り上げる”ということでしたが、サイクリ

ングの後でもよく頑張ってやりきったと思います。 

   海洋博公園を目指す参加者 

   余裕のピースサイン!! 


